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フッターを追加
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2014年頃から
傷みが目立ち、
修復開始。

2016年頃から
コンサートや
勉強会や
地域の高齢者サロン



フッターを追加
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平成31年(2019年）
登録有形文化財登録



フッターを追加
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木造平屋建て 瓦葺 建築面積87㎡
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入
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フッターを追加
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受付&薬局 内科診察室
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フッターを追加
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平成31年(2019年）
登録有形文化財登録



フッターを追加
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奈良県山辺郡山添村大西



フッターを追加
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初代院長 千太郎 明治2年生まれ
大阪府立医学校 明治27年卒

フッターを追加
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『大阪醫學研究会雑誌』25号

明治27年11月20日の卒業証書

授与式。

卒業受験生は50名。

そのうち卒業できたの26名。

名簿は「井戸」姓。

フッターを追加
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提供 猪飼祥夫先生



フッターを追加
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官報 第3476号

医籍登録者

明治28年2月2日付

7985号

提供 猪飼祥夫先生



『職員録』内閣官報局

（明治29年11月現在）

大阪府立医学校病院
医員・井戸千太郎、

月給は12円だった。

フッターを追加
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提供 猪飼祥夫先生



『顕微鏡』

17/18合併号

明治30年7月

大阪府立医学校
「肝臓原発癌ノ一症」

田中祐吉論文の手伝い

内科医員井戸千太郎

14

提供 猪飼祥夫先生



大阪府立医学校彙報

明治30年に母校の

内科助手に就任

フッターを追加
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提供 猪飼祥夫先生



明治29年3月14日 手術記録

フッターを追加

16



村田豊作 明治21年 東京帝国大学 別課卒業

フッターを追加
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村田豊作 明治21年 東京帝国大学 別課卒業

フッターを追加
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1884年（明治17年） 23歳、東京帝国大学医学部に進学。
陸軍の依託学生として在学（卒業後陸軍軍医に任官することが義務づけられた）。
1888年（明治21年） 27歳、東京医学会にて「陸軍兵士の脚気について」という研究を発表し、
脚気には麦飯が予防効果があると主張した（中外医学新報第205号）。
同年12月、東京帝国大学医学部を卒業（医学士）。この頃、堀辰之助の孫と結婚。
同時に陸軍見習軍医に任ぜられ、さらに陸軍軍医学校において6か月間の研修を受けた。

1889年（明治22年） 陸軍三等軍医（少尉相当）
大阪第四師団附を拝命。

1892年（明治25年）31歳、大阪府立医学校の教授を兼任。
1895年（明治28年） 34歳、4～12月、日清戦争に従軍出征。
1900年（明治33年） 39歳、市立鹿児島病院々長就任。
1916年（大正  5年） 55歳、鹿児島市東千石町に
村田内科医院を開業。

1935年（昭和10年）74歳、旅先の京都にて客死。



大正14年の医籍録

医籍7985号
野村医院開業、明治30年12月と記載
波多野村 村医、小学校校医

結婚
戸籍によると、
明治31年7月12日
野村佐治郎（安政元年生まれ）の
娘・タツエ（明治13年生まれ）と婚姻。

フッターを追加
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提供 猪飼祥夫先生
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野村医院の医師達

• 初代院長 野村千太郎（明治2年1869年～昭和13年1938年）

• 二代 野村 清 （明治３0年1897年～昭和47年1972年）

• 三代 野村和男 （昭和2年1927年～平成22年2010年）
• 正子 （昭和3年1928年～平成15年2003年）

• 四代 野村信介 （昭和32年1957年～ ）

明治30年1897年 昭和13年1938年

昭和16～18年 21年1946年～昭和47年1972年

初代

三代 和男

二代

四代・私

昭和30年1955年～ 昭和47年1972年～平成22年2010年

平成30年2018年～

旧診療所での診療期間 75年 新診療所での診療期間 51年

三代 正子



フッターを追加
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奈良県山辺郡山添村
昭和31年 波多野村が
他の二村と合併して誕生



フッターを追加
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フッターを追加
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波多野村史から

昭和47年 新館に移動



フッターを追加
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野村家系図
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昭和47年新診療所完成

フッターを追加

波多野村から山添村に。

昭和40年、名阪国道開通。

300m離れた国道沿いに移動。

住居も移動。

二代院長の逝去とほぼ同時。

三代院長の性格。

旧診療所にあった多くの医療器具などは、

そのままになった。



フッターを追加
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野村医院オールドクリニックに
遺されているもの

①初代 大阪府立医学校学生時代のノートや教科書、医学書

②初代 大阪府立医学校病院や第四師団予備病院勤務時代の医療記録

③初代 野村医院開業後に、使用した医療器具や薬品

④二代 大阪北区で開業した際に用いたもの

⑤二代 二度の出征（昭和13年～昭和21年）に関連したもの

⑥二代～三代 戦後から新診療所開設までの医療器具

⑦診療所の建物そのものと、生活に関連する物品

⑧三代 正子の短歌

⑨ ふろく
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遺されているもの①

フッターを追加

初代 千太郎の学生時代のノートや教科書

• （おそらく）すべての講義ノートが保存。

基礎医学（解剖学、生理学、

病理学、薬理学）

本草学も

臨床医学



フッターを追加
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フッターを追加
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明治20年代の医学用語

糸毬  糸球体

細尿管 尿細管
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遺されているもの②

フッターを追加

初代 千太郎の大阪府立医学校病院や

第四師団予備病院勤務時代の医療記録

• 特徴的な臨床像を写真にて記録したもの

（鶏卵写真）

手術所見など
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遺されているもの③

フッターを追加

初代 千太郎が、

開業後に使用した医療器具や薬品

• 注射器、顕微鏡

• 種痘の道具

• 血圧計

• 電気治療器

• など















68円 明治34年











遺されているもの④

フッターを追加
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二代 清が大阪市北区国分寺町で

開業した際に用いたもの
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野村医院の医師達

• 初代院長 野村千太郎（明治2年1869年～昭和13年1938年）

• 二代 野村 清 （明治３0年1897年～昭和47年1972年）

• 三代 野村和男 （昭和2年1927年～平成22年2010年）
• 正子 （昭和3年1928年～平成15年2003年）

• 四代 野村信介 （昭和32年1957年～ ）

明治30年1897年 昭和13年1938年

昭和16～18年 21年1946年～昭和47年1972年

初代

三代 和男

二代

四代・私

昭和30年1955年～ 昭和47年1972年～平成22年2010年

平成30年2018年～

旧診療所での診療期間 75年 新診療所での診療期間 51年

三代 正子



遺されているもの④

フッターを追加

49

二代 清が大阪国分寺町で

開業した際に用いたもの

大正6年（1917年） 官立岡山医学専門学校入学
大正10年(1921年） 同卒業 47,951号医籍登録
同年 12月1日 歩兵第38聯隊入隊
同年   6月1日 ～11月30日 京都市松山外科病院に勤務

大正12年（1922年）6月1日 ～ 大正14年4月30日
大阪回生病院外科に勤務

大正14年（1925年） 4月1日 除隊
同年 3月31日 三等軍医 （註：少尉相当か？）

大正15年（1926年）6月1日～昭和6年（1931年）7月
大阪市豊崎診療所長として全科診療
昭和6年（1931年）8月～昭和11年（1936年）4月
大阪市北区国分寺町にて全科開業



遺されているもの④

フッターを追加
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二代 清が大阪中津で

開業した際に用いたもの

•奈良県医師会史（昭和57年刊）p534。

【三代（父親）が二代・清について述懐している部分を引用】

• ・・・（前略）・・ 大正10年・1921年、岡山医専を卒業して京都
市松山外科病院や大阪市回生病院外科にて臨床研究し、さらに
大阪府済生会中津病院にて内科小児科勤務を経て、大阪市豊
崎診療所々長を歴任、夜間開業の傍ら、阪大第三内科に入局、
さらに竹尾結核研究所に入所し博士論文研究中に応召し・・・
（後略）・・・



遺されているもの④

フッターを追加
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二代 清が大阪国分寺町で

開業した際に用いたもの



遺されているもの⑤

フッターを追加
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二代 清が出征中に

軍医として戦地で記録したもの

• 昭和13年～16年
第一回応召
中支

• 昭和18年～21年 （21年5月復員）
第二回応召
ラバウル



遺されているもの⑥

フッターを追加
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二代～三代

戦後～新診療所開設までの
医療道具や記録

•往診用道具

•滅菌道具

•吸入器

•薬品

•促販品

•医療系の雑誌 など



遺されているもの⑦

フッターを追加
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旧診療所（オールドクリニック）の

建物そのもの、生活のための道具

• 時計

• 椅子

• 書棚、器具棚

• カレンダー、水道、ガス配管

など



遺されているもの⑧

フッターを追加
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四代 正子の短歌

• ソックスのゴムくひこみし足伸ばし
患者百人をこえし一日を思ふ

• ともどもに診療終へたれば食卓に
夫を待たせて魚を焼けり

•腹痛を訴ふる翁の肌着よりもみし
新茶がほろほろと落つ

•夫は大腿を吾は手首を処置しゆく
火傷にかけつけし青年寝かせて



遺しているおまけ

フッターを追加
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初代、二代、三代が往診に用いた馬
（の肖像写真）や、往診車



よもやま話

フッターを追加
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①某日、オールドクリニックのホームページを
ご覧になった映画会社の小道具担当者が、

訪ねてきた、、、

②某日、古道具屋の主人から、「手に入れ
た医療器具（と思う）の使い方を教えてく
れ」と電話があり、、、



ご清聴ありがとうございました。

フッターを追加

58

検索 ☞ 野村医院 オールドクリニック

山添村
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